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　　　　　　市　の　人　口

　　　（昭和60年４月１日現在）

世帯数　　52,065世帯（前月比291世帯増）

人　口　　163,858人（前月比286人増）

　　男　81,415人

　　女　82,443人

　
市
民
の
健
康
と
生
活
を
守
る
、
宇
治
市
の

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
が
深
刻
な
事
態
に

急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
老
人
医
療
費

の
高
騰
や
入
院
件
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

国
保
の
医
療
費
は
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
昭
和
五
十
八
年
度
で
二
億
一
千
百
九

十
七
万
八
千
円
（
実
質
累
積
赤
字
）
の
赤
字

が
生
じ
て
い
ま
す
。
更
に
、
五
十
九
年
度
で

赤
字
が
増
え
る
見
込
み
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

国
保
事
業
の
存
続
が
困
難
に
な
る
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国民健康保険

　　　１人当たりの医療費の動き

(豪57年度分は、年度途中から老人保健法発足のため推計)

51年度

医
療
費
７
年
間
で
３
倍

　
国
保
財
政
が
赤
字
に
な
る
原
因

の
一
つ
に
、
制
度
上
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
国
保
は
会
社
な
ど
を
退

職
し
た
人
や
自
営
業
者
、
年
金
受

給
者
な
ど
被
用
者
保
険
の
対
象
に

な
ら
な
い
人
が
加
入
し
、
し
石
も

高
齢
者
が
多
い
た
め
医
療
費
は
高

額
と
な
り
、
半
面
そ
の
収
入
は
不

安
定
と
い
う
こ
と
か
ら
、
赤
字
に

な
り
や
す
い
体
質
を
も
っ
て
い
ま

す
。
　
し
妬
も
、
本
市
で
は
歳
出
の
大

部
忍
占
め
る
医
療
費
が
急
増
し
、

52年度

53年度

年齢別の加入・医療費の割合51年度

毎
月
３
億
３
千
万
円
に

全
国
平
均
と
比
較
し
て
も
非
常
に

高
く
、
こ
れ
が
最
も
大
き
な
赤
字

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
1
4
番
目
の

　
老
人
医
療
費

　
本
市
の
医
療
費
は
、
五
十
一
年

度
で
十
八
億
一
千
五
土
八
万
円
で

あ
っ
た
の
が
、
五
十
八
年
度
で
は

五
十
三
億
八
千
二
百
万
円
と
七
年

間
で
三
倍
に
、
特
に
入
院
で
は
三

・
九
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
当
た
り
の
年
間
医
療
費

EO　70万円5040302010

（
図
①
）
か
蚤
国
平
均
と
比
較
す
る

と
、
五
十
一
年
度
で
は
全
国
の
五

万
九
千
八
百
四
十
八
円
に
対
し
、

市
六
万
四
千
二
円
と
六
・
九
尨
局

か
っ
た
も
の
が
、
五
十
八
年
度
で

は
全
国
十
三
万
五
百
六
十
円
、
市

十
五
万
八
千
九
百
八
十
二
円
と
二

Ｉ
・
八
％
も
高
く
な
っ
て
お
り
、

こ
の
数
年
間
で
急
激
な
伸
び
舎
ｙ

し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
七
十
歳
以
上
は
、
五
十

八
年
度
で
加
入
率
一
〇
・
五
％
に

対
し
、
医
療
費
は
全
体
の
四
丁

九
％
m
i
め
て
お
り
（
図
③
）
、
老

人
保
健
適
用
者
の
一
人
当
た
り
の

医
療
費
（
図
②
）
左
〈
十
四
万
八
千

六
百
二
十
九
円
と
全
国
平
均
よ
り

哺
大
き
な
声
で
答
え
ま
す
（
東
宇
治
幼
稚
園
で
）

4月10日

２年保育70人も入園

　
市
立
幼
稚
園
の
入
園
式
が
四
月

十
日
に
行
わ
れ
、
八
園
に
四
百
八

十
人
の
子
μ
Ｅ
）
た
ち
が
入
園
し
ま

し
た
。

　
岡
庭
の
桜
も
満
開
の
東
宇
治
幼

稚
園
で
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た

二
年
保
育
児
三
十
五
人
ら
百
十
五

人
が
出
席
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
に
付
き
添
わ
れ
た
子
μ
右
た
ち

は
、
先
生
に
名
前
か
呼
ぱ
れ
て
元

気
な
声
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
二
年
保
育
は
大
久
保
幼
稚
園
で

も
実
施
さ
れ
、
同
園
に
も
三
十
五

人
が
入
園
し
ま
し
た
。

度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度

年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年

5
2
　
　
5
3
　
　
5
4
　
　
5
5
　
　
5
6
　
　
5
7
　
　
5
8

桜
花
も
祝
福
市
立
幼
稚
園
で
入
園
式

四
八
・
六
％
、
入
院
で
は
七
〇
・

一
石
も
高
く
、
全
国
の
市
の
中
で

十
四
番
目
に
局
額
な
医
療
費
と
な

っ
て
い
ま
す
。

老
人
医
療
・
入
院
件
数
の

　
　
　
　
　
　
増
加
が
影
響

　
例
え
ば
、
五
十
九
年
中
の
医
療

費
の
最
高
月
額
（
一
人
）
は
、
六

百
二
十
万
五
千
四
百
五
十
円
に
も

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
４
も
七

割
の
四
百
三
十
四
万
三
千
八
百
十

五
円
は
市
が
医
療
機
関
に
支
払
い

ま
す
。

残
り
の
三
割
は
、
一
時
太
人
負

　
M
療
費
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
節
約
で
き
ま
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
ご
う
か
ら
健
康
管
理
に
努

　
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
散

歩
や
体
操
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ど
、
自
分

の
体
に
あ
っ

た
運
動
を
し

担
と
な
り
乖
ふ
、
五
万
一
千
円

　
（
非
課
税
世
帯
三
万
円
）
を
超
え

た
百
八
十
一
万
六
百
三
十
五
円
は

後
日
、
高
額
療
養
費
と
し
て
市
が

本
人
に
支
払
い
ま
す
の
で
、
結
果

的
に
本
人
負
担
は
五
万
一
千
円
で

す
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

老
人
保
健
適
用
者
（
七
十
歳
以
上

　
ま
し
ょ
う
。

▽
症
状
の
経
過
が
思
わ
し
ぐ
な

　
い
か
ら
と
お
医
者
さ
ん
を
転

　
々
と
し
た
り
、
む
や
み
に
薬

　
を
求
め
た
り
す
る
よ
ラ
な
受

ま
た
は
六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き

り
老
人
）
に
つ
い
て
は
、
医
療
費

が
い
く
ら
高
額
で
あ
っ
て
も
本
人

負
担
は
通
院
で
１
ヵ
月
に
一
回
四

百
円
、
入
院
は
二
ヵ
月
間
を
限
度

に
一
日
三
百
円
の
負
担
で
す
み
ま

す
が
、
医
原
機
関
へ
の
支
払
い
は

国
保
な
ど
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ぷ
っ
に
、
市
の
国
保
の
医
療
費

は
毎
年
増
え
続
け
、
毎
月
の
医
療

費
の
支
払
い
は
約
三
億
三
千
万
円

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
フ
し
た
医
療
費
高
謄
の
原
因

は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

中
で
も
『
、
①
国
保
加
入
者
の
高
齢

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
②
成
人

病
の
増
加
な
ぶ
両
構
造
の
変
化

節
約
で
き
ま
す

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
が
ポ
イ
ン
ト

　
く
こ
と
に
な
り
享
子
。
ま
た
、

　
治
療
効
果
も
あ
か
ら
な
い
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。

▽
休
日
や
夜
間
、
時
間
外
に
受

　
診
す
る
と
割
増
料
金
が
か
か

　
　
　
　
　
　
　
り
康
す
。
急

　
　
　
　
　
　
　
患
の
場
合
以

外
は
鳶
口
ま

し
ょ
う
。

　
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　
食
生
活
や
十
分
な
休
養
を
と

　
る
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治

　
療
を
行
ラ
た
め
、
定
期
的
に

　
健
康
診
断
を
積
極
的
に
受
け

診
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

お
医
者
さ
ん
を
変
え
る
ご
と

に
、
同
じ
ぷ
記
箭
置
、
検

査
、
投
薬
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
。
そ
の
た
び
に
医
療
費

は
二
倍
、
三
倍
と
増
え
て
い

③
五
十
四
年
か
ら
市
内
の
病
院
の

新
増
設
が
進
み
、
病
床
数
の
増
加

に
伴
い
入
院
件
数
が
増
え
た
こ
と

や
、
最
新
医
療
機
器
に
よ
る
検
査

な
ど
に
よ
り
一
日
当
た
り
の
医
療

費
が
高
く
な
っ
た
④
現
在
の
医
療

費
の
請
求
が
医
療
の
技
術
や
内
容

よ
り
も
、
何
を
ど
れ
だ
け
し
た
か

で
決
ま
る
。
出
来
高
払
い
制
芦

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
医
療
費
の
増
加
は
国
保
財
政
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
五
十
八
年

度
で
二
億
一
千
百
九
十
七
万
八
千

円
（
実
質
累
積
）
の
赤
字
が
生
じ

て
お
り
、
本
市
の
国
保
は
深
刻
な

事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
だ
れ
か
が
ヶ
が
や
祠
気

で
通
院
や
入
院
し
た
と
き
、
も
し

健
康
保
険
が
無
け
れ
ば
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
。
多
額
の
医
療
費
の
負

担
に
家
族
み
ん
な
が
苦
し
み
、
家

庭
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
国
保
は
、
お
互
い
に
保
険
料
を

出
し
あ
い
、
病
気
な
ど
を
し
た
と

き
の
経
済
的
な
負
担
奎
総
和
１
　
工

う
と
す
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
Ｅ
療
費
が
増
え
続
け

ま
ず
と
、
被
保
険
者
の
生
活
と
い

の
ち
な
守
る
国
保
事
業
の
運
営
そ

の
も
の
が
つ
ま
ず
く
こ
と
に
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
国
保
事
業
へ
の

理
解
と
協
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

445

54年度

ss年度

5E年度

57年度

58年度 国保財政深刻な事態に
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「
宇
治
製
茶
図
屏
風
」
を
展
示

宇
治
茶
　
名
所
絵
か
ら
製
茶
図
ヘ

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
開
館
を
記
念
し
て
第
一
回
特
別

展
を
四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
十
九
日
ま
で
開
き
ま
す
。

特
別
展
は
、
「
宇
治
茶
－
名
所
絵
か
ら
製
茶
図
ヘ
ー
」

と
題
し
て
、
江
戸
時
代
の
絵
画
を
中
心
に
茶
処
宇
治
の

形
成
期
か
ら
近
代
製
茶
前
夜
ま
で
を
、
絵
画
の
移
り
変

わ
り
に
よ
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
義
演
准
后
日
記
”
や
一
般
に
は
初
公
開

の
。
細
川
三
斎
の
書
状
”
な
ど
見
逃
せ
な
い
資
料
も
数

多
く
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
講
演
会
や
茶
の
本
の

特
別
展
示
（
中
央
図
書
館
）
も
併
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

新
茶
の
季
節
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
ご
家
族
で
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期　　間　４月28

日(日)

　　　　　　　　～５月19日(日)

　　　　　　(期間中は休館しません)

開館時間　　午前９時～午後５時

会　場　歴史資料館(文化センター内)

　　　　　　(折居台１丁目・豊⑩1311)

入場料　大人200円､小･中学生60円

　　　　　　(20人以上は団体割引)

展示品　　義演准后日記(醍醐寺蔵・重

　　　　　要文化財)､宇治茶つみの図(茶

　　　　　道資料館蔵)、宇治製茶図屏風

　　　　　(大徳寺蔵)など。

文化センター位置図

　
宇
治
川
の
流
れ
と
と
も
に
千
有

余
年
、
宇
治
は
風
光
明
美
な
地
形

に
恵
ま
れ
て
豊
か
な
歴
史
と
文
化

を
は
Ｉ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
特
産
品
の
宇
治
茶
は
全
国
的
に

知
卵
れ
、
宇
治
は
高
級
日
本
茶
の

ふ
る
さ
と
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
一
方
、
宇
治
は
茶
処
と
し

て
知
ら
れ
る
は
る
か
以
前
か
ら
、

そ
の
恵
次
れ
た
自
然
に
よ
り
名
所

と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

平
等
院
を
は
じ
の
と
す
る
数
多
く

の
古
代
遺
産
が
そ
れ
を
物
語
っ
て

nａ合。。。・へ

　　Ｊ　　至白川
　　　　　　　　宇冶田原町

い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
名
所
と
茶
処
が
溶

見
に
っ
た
宇
治
の
様
相
は
、
江
戸

時
代
の
絵
師
た
ち
の
手
で
屏
恥
や

巻
物
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
多
ぐ
は
茶
の

風
景
を
取
り
入
れ
た
名
所
絵
で
す

が
、
や
が
て
製
茶
図
と
言
わ
れ
る

茶
の
製
造
工
程
を
丹
念
に
描
く
絵

画
が
現
わ
れ
て
或
歪
す
。

　
今
回
の
特
別
展
は
、
こ
れ
ら
絵

画
の
移
り
奪
９
乱
乙
時
代
の
背

景
と
流
れ
を
、
立
ぶ
お
ラ
と
し

て
い
ま
す
。

「
宇
治
茶
以
前
」
を
考
え
る

　
　
　
５
月
３
日
文
化
会
館
で
記
念
講
演
会

　
第
一
回
特
別
展
を
記
念
し
て
、

次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
５
月
３
日
固
、
午
後
２

　
時
開
演

▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
講
師
・
：
林
屋
辰
三
郎
さ
ん

▼
演
題
…
宇
治
茶
以
前

▼
入
場
・
：
無
料
。

　
第
一
回
特
別
展
に
協
賛
し
て
、
中
央
図
書
館

で
は
「
茶
」
に
関
す
る
本
や
資
料
の
展
示
を
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
…
４
月
2
8
日
剛
～
５
月
1
2
日
間
、
午
前

　
　
　
９
時
～
午
後
５
時

特
別
展
示

　
「
茶
の
本
」

▽
と
こ
ろ
…
中
央
図
書
館
（
折
居
台
一
丁
目
文

　
　
　
化
セ
ン
タ
ー
内
・
ａ
⑩
1
5
1
1
）

▽
内
容
・
：
茶
や
茶
道
な
ど
に
関
す
る
本
を
約
1
4
0

　
　
　
冊
展
示
。
な
お
開
催
中
、
展
示
リ
ス
ト

　
　
　
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
。

手洗いの励行を

▲伝染病予防のため十分手洗いを

　
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
食

中
毒
や
赤
痢
な
ど
の
伝
染
病
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　
伝
染
病
の
予
防
は
、
日
ご
ろ

の
心
構
え
が
大
切
で
す
。
次
の

こ
と
を
心
掛
け
、
お
互
い
の
健

康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
と
食
器
具
の
清
潔
な
取

　
り
扱
い
武
屏
（
調
理
場
）

　
の
衛
生
保
持
に
努
め
る
。

・
健
康
保
持
に
留
意
す
る
。
下

　
痢
、
発
熱
、
腹
痛
が
続
く
場

　
合
は
、
医
師
に
受
診
し
素
人

　
で
判
断
を
し
な
い
。

・
手
、
指
汚
染
の
防
止
欠
汚

　
れ
た
手
が
病
原
菌
を
運
ぶ
役

　
割
か
果
た
す
の
で
、
特
に
食

塔
の
島
4
月
　

1
3
・
1
4
日

ト
に
ぎ
わ
う
陶
器
市
（
１
３
日
、
塔
の
島
で
）

さくらまつりに14万人
　
品
の
調
理
や
加
工
か
ず
る
時

　
や
、
用
便
の
後
に
は
流
水
で

　
き
れ
い
に
手
か
洗
う
習
慣
を

　
付
け
る
。

　
生
活
環
境
の
衛
生
確
保
欠

　
寝
具
類
は
時
々
日
光
消
毒
を

　
し
、
衣
類
は
洗
濯
の
行
き
届

　
い
た
も
の
を
着
用
す
る
。
ネ

　
ズ
ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ
を
駆
除
す

　
る
。

　
昭
和
五
十
八
年
五
月
初
旬

か
息
八
月
に
か
け
て
、
市
発

足
以
来
か
っ
て
な
い
集
団
赤
痢

が
発
生
し
ま
し
た
。
患
者
総
数

が
亘
二
土
ハ
人
に
も
の
ぼ
り
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ

と
は
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ま
だ

記
憶
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
。
こ
の
赤
痢
禍
は
、
日
ご

ろ
伝
染
病
に
無
関
心
に
な
Ｓ
v
が

ち
な
私
た
ち
に
、
多
く
の
教
訓

を
与
政
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
を

生
か
し
、
昨
年
は
集
団
発
生
を

起
こ
す
こ
と
な
く
無
事
過
ご
す

こ
と
が
で
呈
じ
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
伝
染
病
予

防
へ
の
正
し
い
知
識
の
啓
発
を

’
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
予
防
策
の

実
行
か
せ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
春
だ
け
な
わ
の
十
三
・
十
四

日
、
府
立
宇
治
公
園
（
塔
の
島
）

で
「
第
九
回
宇
港
川
今
ｙ
ら
ま

つ
り
」
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　
前
日
来
の
雨
で
心
配
さ
れ
た

桜
も
何
と
か
持
ち
こ
た
え
、
晴

れ
間
の
見
え
た
塔
の
島
に
は
、

宇
治
川
堤
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を

ふ
り
両
日
で
約
十
四
万
五
千

人
も
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
抹
茶
や
煎
茶
の
野
だ
て
席
は
、

茶
に
親
し
む
市
民
や
本
場
の
宇

治
茶
を
味
わ
う
観
光
客
で
あ
ふ

れ
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
た
炭

山
陶
器
市
で
は
、
花
び
ん
や
茶

器
な
ど
の
即
売
に
黒
山
の
人
だ

か
り
。
ま
た
、
ど
ろ
ん
こ
広
場

で
は
、
親
子
が
土
ひ
ね
り
を
楽

し
む
な
芦
谷
の
塔
の
島
は
終
日

に
″
お
い
ま
し
た
。
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宇治｢こころ｣の電話･59年度のまとめ

　
相
談
者
は

　
二
十
代
が
最
多

　
宇
治
市
教
育
委
員
会
は
こ
の
ほ

ど
、
宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
の
五

十
九
年
度
の
活
動
状
況
を
ま
と
め

ま
し
た
。
相
談
件
数
は
二
士
（
百

二
十
三
件
（
前
年
度
二
千
四
百
九

十
件
）
で
、
電
話
相
談
は
着
実
に
市

民
の
中
に
定
着
し
て
来
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
の
男
女
の
比
率
は
一
対

一
・
。
二
で
、
女
性
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
世
代
別
で
は
、
二
十
代

の
青
年
が
二
二
・
二
％
（
五
百
八

十
二
人
）
と
最
多
。
次
い
で
中
・

高
校
生
を
除
く
十
代
の
一
五
・
二

％
（
三
百
九
十
九
人
）
と
な
っ
て

い
ホ
チ
。

800

7
0
0
　
6
0
0

5
0
0
　
四

　
小
・
中
・
高
校
生
全
体
の
比
率

は
毎
年
下
降
し
て
お
り
、
特
に
中

学
生
は
九
・
八
％
（
二
百
五
十
七

人
）
と
、
前
年
度
に
比
べ
半
減
し
て

い
求
ｙ
・
。
な
お
、
世
代
不
明
は
三

一
・
三
％
（
八
百
二
十
二
人
）
あ
り

ま
し
た
。

　
生
き
方
を
問
う

　
相
談
が
急
増

　
相
談
内
容
は
、
例
年
と
同
様
に

「
性
」
が
ト
ッ
プ
で
二
四
・
七
％
（
前

年
度
二
七
・
七
％
）
。
次
い
で
「
人

生
」
が
一
丁
九
％
（
前
年
度
三
・

七
％
）
で
。
こ
れ
ま
で
上
位
に
あ

っ
た
「
男
女
関
係
」
の
六
・
四
知
（
前

年
度
十
一
・
七
％
）
、
「
対
人
関
係
」

の
七
・
九
％
（
前
年
度
八
・
七
％
）

0
0
　
0
0
　
0
0
川

３
　
２
　
Ｉ
Ｉ

不
　
　
明

3
0
代
以
上

肖
年
（
2
0
代
）

人
乍
生

そ
の
他
1
0
代

高
校
生

中
学
生

小
学
生

を
扱
い
て
急
伸
。
ま
た
、
「
健
康
」

尨
ハ
・
五
％
（
前
年
度
三
・
三
％
）

と
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　
「
性
」
の
相
談
夕
分
類
す
る
と
自

慰
、
同
性
愛
、
性
被
害
、
性
関
係

（
妊
娠
な
ど
）
、
近
親
相
姦
な
ど
と

な
っ
て
い
求
了
。
「
人
生
」
で
は
性

格
・
適
性
、
孤
独
、
生
き
が
い
な
ど

が
多
く
、
苦
悩
す
る
青
春
像
を
浮

き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
性
」
の
問
題
は
別
と
し
て
も
、

人
生
や
対
人
関
係
、
健
康
な
ど
、
青

少
年
の
心
身
に
直
接
か
か
わ
る
悩

み
が
全
体
の
約
三
分
の
一
か
己
め

て
い
ま
す
。
一
方
、
「
教
育
・
学
校
」

は
三
・
九
％
（
五
十
七
年
度
七
・

三
％
、
五
十
八
年
度
五
・
四
％
）
、

ま
た
「
問
題
行
動
」
は
中
学
生
を
中

心
と
す
る
非
行
な
ど
の
沈
静
化
を

反
映
し
て
か
Ｉ
・
八
％
（
五
十
七

年
度
四
・
二
％
、
五
十
八
年
度
五

・
四
％
）
に
な
る
な
ど
、
大
き
な

対
比
を
ふ
し
て
い
ま
す
。

　
宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
（
豊
⑩

0
8
0
0
）
は
、
五
十
七
年
に
ス

タ
ー
ト
。
悩
み
か
痔
つ
青
少
年
を

対
象
に
、
現
在
八
十
一
人
の
ボ
ラ

ン
テ
V
ア
が
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
　
（
青
少
年
対
策
室
）
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商
業
に
つ
い
て
の
調
査
が
、

五
月
一
日
に
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
通
商
産
業
省

が
行
う
「
商
業
の
国
勢
調
査
」
と

も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
今
回
で

土
ハ
回
目
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
商
店

商
店
が
経
営
指
針
を
作
る
際
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
卸
売
業
と
小
売
業

だ
け
が
調
査
対
象
で
す
。
四
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
伺
い
、
五
月

上
旬
に
回
収
に
参
り
ま
す
。
お

★
商
業
統
計
調
査
★

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

の
分
布
や
販
売
活
動
の
実
態
、

商
品
の
流
通
状
況
な
ど
を
把
握
。

そ
の
結
果
は
、
国
や
府
・
市
な

ど
の
各
種
施
策
を
行
ラ
た
め
の

重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
個
々
の

　
四
月
二
十
五
日
田
か
ら
五
月

十
日
吻
ま
で
、
「
春
の
防
Ｏ
Ｊ
Ｕ

動
」
が
展
開
さ
れ
毒
７
。

　
宇
治
欝
察
署
管
内
で
最
も
多

い
犯
罪
は
泥
棒
で
、

全
体
の
約
八
四
％

m
ｉ
め
て
い
ま
す
。

中
で
も
娶
岳
、

忍
び
込
み
、
オ
ー

ト
バ
イ
や
自
転
車

の
盗
難
が
多
発
し

て
い
ホ
ヂ
。

　
春
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
か
迎
え
、
こ

れ
か
ら
は
何
か
と

外
出
の
機
会
の
多

い
時
期
で
す
。
も

う
一
度
、
わ
が
家

忙
し
い
中
で
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ホ
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ

た
事
柄
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
企
画
課
）

時
間
の
留
守
で
も
必
ず
全
部
の

戸
締
り
聚
ず
る
・
ぶ
出
入
口
の
施

錠
は
二
重
に
す
る
言
外
出
時
に

は
隣
家
に
一
声
か
妬
け
る
⊃
近

　
　
　
　
所
の
留
守
宅
付
近
で

　
　
　
　
知
ら
な
い
人
舎
見
か

空き巣にご用心

の
防
犯
チ
エ
″
ク
衆
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

〈
防
犯
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　
▼
空
き
巣
へ
の
備
え
・
・
・
コ
短

け
た
ら
用
件
を
確
認

す
る
○
一
日
以
上
留

守
に
す
る
時
は
、
新

聞
や
牛
乳
な
ど
の
配

達
を
断
る
か
、
片
付

け
奮
励
に
頼
む
▼

忍
び
込
み
へ
の
備
え

：
向
風
呂
場
な
戸
ｍ

わ
れ
や
す
い
所
は
施

錠
を
二
重
に
す
る
Ｏ

窓
の
下
や
塀
際
に
足

場
に
利
用
さ
れ
る
よ

.
ｒ
v
Ｈ
も
の
か
厩
か
な
い
○
寝
る

前
に
戸
締
り
を
確
認
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
警
察
署
）110番
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お
知
ら
せ

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
納
期
の
変
更

　
昭
和
六
十
年
度
の
地
方
税
法
の

改
正
で
、
今
年
度
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
国
税
の
納
期
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
第
一
期
分
の
納
期
は
五

月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
（
例

年
、
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
）
で

す
。
　
　
　
　
　
（
資
産
税
課
）

　
４
月
は

　
軽
自
動
車
税
の
納
期

　
四
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
期

月
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
お
忘
れ

な
く
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
お

納
め
く
だ
さ
い
。
　
（
納
税
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
５
月
の
相
談
案
内

　
年
金
や
健
康
保
険
は
、
市
民
に

と
っ
て
身
近
な
社
会
保
険
制
度
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
仕
組
み
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
に
お
答
え
す
る

た
め
。
市
内
の
公
民
館
で
毎
月
、

相
談
業
務
を
開
催
し
て
い
毒
了
。

専
門
の
相
談
員
が
応
じ
求
心
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
を
。
五
月
の
相

談
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
５
月
1
0
日

圖
０
小
倉
公
民
館
、
５
月
2
4
日
吻

=
ｙ
野
公
民
分
館
、
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
１
時
Ｉ
４
時
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
卓
球
教
室

　
▼
と
き
…
５
月
８
日
心
Ｔ
６
月

１
日
出
の
毎
週
水
・
土
曜
日
の
８

日
間
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
中
学

校
▼
対
象
・
・
・
小
学
校
４
年
生
以
上

か
ら
一
般
成
人
▼
定
員
・
・
・
3
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
土
人
五

百
円
▼
申
し
込
み
・
：
４
月
2
2
日
囲

か
ら
市
民
体
育
課
へ
直
接
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
調
理
師
試
験

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
９
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
関
西
文

理
学
院
（
鞍
馬
口
校
）
▼
願
書
受
け

付
け
・
：
５
月
７
日
脚
か
ら
1
0
日
面

ま
で
各
保
健
所
で
▼
手
数
料
・
・
・
三

千
四
百
円
▼
受
験
資
格
・
・
・
二
年
以

上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
人
。

　
詳
細
は
宇
治
保
健
所
（
寫
Ｔ

ｒ
９
１
）
へ
。
（
宇
治
保
健
所
）

　
自
衛
官
募
集

　
昭
和
六
十
年
度
の
第
一
次
自
衛

官
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
詳
１
　
で
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
震
Ｔ
１
３
９
）
ま
た
は
、
市
役

所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
霧
ｙ

１
４
１
）
へ
。
　
　
（
総
務
課
）

　
六
十
三
年
京
都
国
体
ま
で
あ

と
三
年
。
今
年
の
七
月
に
は
開

催
が
正
式
決
定
さ
れ
、
い
よ
い

よ
具
体
的
な
事
業
が
推
進
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

体
は
市
民
総
参
加
の
下
に
、
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
国

体
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
今
回
は
国

体
の
誕
生
に
つ
い
て
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
失
意
の
国
民
を

　
ス
ポ
ー
ツ
で
鼓
舞

　
昭
和
二
十
年
、
太
平
洋
戦
争

m
戦
直
＊
(
の
日
本
－
。
東
京

な
ど
の
主
要
都
市
は
焦
土
と
化

し
、
国
民
の
生
活
は
窮
乏
を
極

め
、
人
心
は
荒
廃
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
時
、
当
時
の
大
日
本

体
育
会
（
日
本
体
育
協
会
の
前

身
）
の
主
な
人
た
ち
が
東
京
に

し
て
何
余
八
ば
艮
い
か
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
界
の
歩
む
べ
き
辺
に

つ
い
て
話
し
ａ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
『
祠
粋
な
ス
ポ
ー
ツ

の
汗
と
心
”
に
立
脚
す
る
し
か

な
い
。
国
民
挙
げ
て
の
体
育
大

会
を
開
こ
う
』
と
決
議
（
二
十
年

十
二
月
二
土
〈
日
）
。
更
に
名
称

を
国
民
体
育
大
会
と
し
、
夏
季
・

秋
季
友
９
　
に
分
け
て
行
う
こ

と
や
、
開
催
地
の
選
定
な
m
)

行
い
ま
し
た
。

敗
戦
の
翌
年
に

京
都
を
中
心
に
開
催

戦
災
を
免
れ
た
京
都
を
中
心
に

開
催
（
夏
季
・
秋
季
）
。
滋
賀
・

奈
良
り
大
阪
・
兵
ｍ
の
施
設
応

援
を
得
、
全
日
本
選
手
権
大
会

か
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
夏
幸
谷
は
、
八
月
に
宝
塚

と
茨
木
で
千
百
八
十
九
人
の
選

手
と
役
員
が
参
加
し
て
、
競
泳
・

三
種
目
を
実
施
。
続
一

く
秋
幸
谷
は
京
竺

市
の
外
、
西
宮
・
ｔ

百
舌
・
柳
瀬
・
宝
塚
・

大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
藤

井
寺
・
橿
原
・
瀬
田

川
全
蕩
に
、
五
千

六
百
二
十
二
人
の
選
い
：
‘
’
：
…
…
…
…
…
…
…
’
：
’
…
…
…
…
’
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
団
は
三
日
間
も
混
雑
し
た
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
に
揺
ら
れ
、
青
森
の
選
手
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
リ
ン
ゴ
を
主
食
に
頑
張
り
、

チ
と
役
員
が
参
加
し
て
、
二
十

四
種
目
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
祖
国
再
起
へ
の

　
足
跡
を
し
る
す

　
選
手
た
ち
は
、
主
食
や
毛
布

か
用
意
し
て
の
参
加
で
し
た
。

特
に
、
北
海
道
や
屁
児
島
の
選

　
ま
た
レ
ス
リ
ン
グ
の
選
手
は
鴨

　
川
で
テ
ン
ト
生
活
を
送
る
な
ど

　
の
苦
境
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に

　
情
熱
金
万
全
国
の
若
人
は
、

一
京
都
大
会
に
集
結
し
ま
し
た
。

　
　
こ
シ
し
て
第
一
回
大
心
一
は
、

　
荒
廃
し
た
時
世
の
中
で
大
き
な

　
成
果
を
収
め
る
と
と
も
に
、
祖

　
国
再
起
へ
の
確
実
な
足
跡
奎
凧

　
都
の
地
に
し
る
し
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
国
体
準
備
室
）

東山公園

当時し込みは

宇治市文化センターへ

　
東
山
公
園
（
折
居
台
）
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
バ
レ
ボ
ー
ル
コ
ー

午　曜りけセて　て公体いト貼れ匹酷錫託凋

時公　こ

li　

｀申し一会従用難難心Ｕ

蒜べ･yj婬凛dEび回･S§菖詳匹ら

ま
で
。
テ
ニ
ス
用
全
天
侯
型
コ
ー

ト
が
一
時
間
八
百
円
、
テ
ニ
ス
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
両
用
の
ク
レ
ー
コ

議題

心　　　▲テニスで汗を流す人たち(全天候1ｺｰﾄで)

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

国対豆
知識

主
食
・
毛
布
持
参
で

　
　
全
国
の
若
人
、
京
都
に
集
ま
る

苦悩する青春像を浮き彫り

国体の誕生

不審者を見かけたら

春の防犯活動 4月2

5日～

5月1

0日

放
火
に
ご
注
意
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食生活推進員

　
　
こ
と
し
か
ら
市
内
の
各
地
域
で
、
「
食
生
活

改
善
推
進
員
」
の
皆
さ
ん
が
活
動
を
始
め
ま
す
。

　
。
飽
食
の
時
代
”
と
い
わ
れ
る
今
日
、
豊
か
さ

が
強
調
さ
れ
る
】
方
、
半
健
康
状
態
と
い
わ
れ

る
人
が
増
え
、
成
人
病
な
ど
様
々
な
ひ
ず
み
も

現
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、

豊
富
な
種
類
の
食
品
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。
加

と
一
緒
に
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
と
宇
治
保
健
所
で
は
、
地
域

の
婦
人
の
中
か
ら
食
生
活
改
善
の

た
め
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
指

し
て
、
五
十
九
年
五
月
か
ら
栄
養

▲59年度栄養教室閉講式（受講者代表の謝辞）

の
会
し
嘉
硯
、
地
域
の
身
近
な

相
談
役
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
現
代
は
飽
食
の
時
代
。
好
き
な

も
の
、
食
べ
た
い
も
の
が
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
、
す
ぐ
に
手
に
入
り

未
了
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
加
工
食

品
、
健
康
食
品
な
ど
の
利
用
も
多

く
、
外
食
産
業
の
発
展
に
伴
い
外

食
が
レ
ジ
ャ
ー
、
フ
ア
″
シ
ョ
ン

と
し
て
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
定

着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
食
生
活
が
多
種

多
様
化
し
豊
か
に
な
っ
た
半
面
、

栄
養
に
対
す
る
正
し
い
認
識
の
欠

如
、
運
動
不
足
な
芦
か
影
響
し
て
、

成
人
病
な
ど
の
各
種
慢
性
疾
患
に

つ
な
が
り
、
不
健
康
な
人
が
増
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

食
事
相
談
や
調
理
実
習
も

　
市
内
各
地
で
活
動

　
こ
シ
し
た
中
で
、
推
進
員
は
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食
生
活
や

健
康
問
題
を
考
え
、
正
し
い
食
生

活
の
普
及
、
向
上
の
た
め
の
案
内

役
と
し
て
健
康
な
町
つ
く
り
の
推

進
力
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
推
進
員
の
皆
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ぶ
感
動
と
し
て
、
、
地
域
の
中

で
食
事
な
ど
の
相
談
夕
受
け
た
り
、

調
理
実
習
を
含
む
講
習
会
の
開
催

や
、
保
健
予
防
関
係
事
業
へ
の
協

力
な
ど
で
活
躍
し
未
了
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
健

辰
つ
く
り
、
地
域
の
健
硯
つ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
ぜ
ひ
お
近
ぐ
の

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
に

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
左

に
推
進
員
一
覧
表
）

正
し
い
栄
養
知
識
の
普
及
へ

教
室
を
開
講
。
本
年
三
月
に
四
十

人
が
修
了
し
、
京
都
府
知
事
か
ら

修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

修
了
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
べ

三
十
四
人
で
「
栄
養
教
室
修
了
者

▲53年度栄養教室（ホームパーティー献立の調理実習) =月

１回開かれる教室で、朝の実習、試食会、昼からの講義と、

受講者の皆さんは回を重ねる度に楽しく学習｡（福祉会館で）

昭和60年度栄養教室の日程表

回 月日 時　間
内″　　　容

午　前 午　後

１ 5/23
困
午前10時-
　　正午 開講式記念講演 /

２ 5/31
9
午前10時-　午後３時

季節の献立（実習）
　　　〈選択〉　’

食生活の現状と
問題点

３ 6／28
喇
午b59時半～午後３時

うす味調理(実?3)
i≪tS悔干

栄養の基吻l)

４ 7/11
肉
午前9時～
　午後3時

食品と調理山うす味調理(実?3)
栄養の基mm

５ 8/30
　剛
午前９時～　午後3時 食品と調理(IDうす昧調理(実習)

日常の食生活剛

６ 9／6
　吻
午後i時～・　午後4時/ 病態別食生活(I)

７ 9／11(羽 午後1時~　午後4時 / 健康づくりの
三本柱

８ 9/27吻
午前lO時-
　午後3時

栄mm 食品衛生田

９ 10/11　倒
午前10時～
　午後3時

食事診断 日常の食生活(I)

10 10/25　吻
午i*l時～　午!*3時 / 年代別食生iS()

11 n/22　吻
午前lO時-　午i*3時 献立のたて方

食品衛生(n)

12 12/6　吻
午前io時~　午it 3時

正月料理(実習)
　　　〈選択〉

健康づくりと
食生活

13
61年
1/24
　冊
午前9時-　午!*3時

食品と調理≪II)うす味調理(実??)年代別食生iSdl)

14 2/13(昶
午前9時~　午後3時

食品と調理(Ⅳ)うす味調理(実?3) 病態別食生iS(II)

15 2/28　岡
午fliilO時～
　午後3時

パーティー献立　（実習) （iB択)
組織づくI)と
すすめ方

16 3/15田
午前10時～
　　正午 閉講式記念講演 /

受講者を募集

　
昭
和
六
十
年
度
も
栄
養
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
意
欲
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
匁

　
期
間
は
、
五
月
か
皇
（
十
一
年

三
月
ま
で
の
間
で
、
土
ハ
回
、
約

六
十
時
間
開
講
し
ま
す
。
必
須
科

目
の
四
十
時
間
以
上
か
受
講
し
た

人
に
は
府
知
事
の
修
了
証
書
が
交

付
さ
れ
、
食
牛
活
改
善
推
進
員
と

し
て
五
十
九
年
度
修
了
の
推
進
員

と
共
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
▼
対
象
・
：
自
ら
推
進
員
と
な
っ

て
地
域
の
食
生
活
改
善
に
意
欲
を

持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
v
ア
活
動
を
実

践
す
る
熱
意
の
あ
る
婦
人
▼
日
程

と
内
容
・
・
・
右
表
！

療
セ
ン
タ
ー
と
福
祉
会
館
、
宇
治

保
健
所
で
▼
募
集
人
数
・
：
3
0
人
。

応
募
多
数
の
場
合
、
地
域
別
に
抽

選
▼
受
講
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み

・
・
・
４
月
2
2
日
（
月
T
2
5
日
（
木
）
に

保
健
予
防
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
電
話
か
来
庁
で
。

　
（
保
健
予
防
課
・
宇
治
保
健
所
）
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　ことしから活動する食生活改善推進員の皆さんの抱負

をご紹介します。

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　
食
事
を
基
本
に

　
　
　
山
本
　
明
子
さ
ん

　
町
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
立
ち
並

び
、
食
料
品
店
に
は
食
物
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
食
牛
活

が
豊
か
な
時
代
は
か
っ
て
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
農
薬
汚
染
、

各
種
添
加
物
、
保
存
料
、
塩
分
や

脂
肪
の
過
多
、
包
装
材
な
ど
多
く

の
問
題
を
担
兄
た
食
品
も
出
回
っ

て
い
ま
す
。

　
多
様
化
し
た
食
生
活
の
中
で
、

原
点
に
尨
っ
て
、
望
ま
し
い
食
生

活
の
あ
り
方
、
離
乳
食
、
成
人
食
、

病
人
食
の
作
り
方
な
ど
を
地
域
の

人
だ
ち
と
共
に
考
え
、
人
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
地
域
の
人
た
ち
と

　
共
に
考
え
合
っ
て

　
　
　
国
松
　
善
子
さ
ん

　
健
辰
っ
く
り
の
基
礎
は
食
生
活

で
す
。
日
々
新
し
い
も
の
が
普
及

し
て
い
る
竪
「
、
昔
の
生
活
を
知

る
私
だ
ち
と
し
て
も
、
今
一
度
、

食
牛
活
を
見
直
す
時
期
で
す
ね
。

　
宇
治
市
に
住
ん
で
十
年
余
り
、

親
子
共
社
友
弟
二
の
ふ
る
さ
と
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
と

も
仲
良
く
、
食
べ
た
り
、
話
し
合

っ
た
り
し
な
が
ら
、
食
べ
物
の
大

食生活改善推進員の皆さん

氏　　名 住　　　所 電話番号

中村欣美枝六地蔵町並38-22 31－5237

西田　祥子木幡桧尾20-9 32－2605

寺崎ひろ子木幡南山85-30 32－8754

平　かすみ木幡御蔵山39 32－7207

楢原恵美子五ヶ庄野添77-4 7-305 31－5291

伊藤　近子五ヶ庄一里塚1-7433－0268

浜口さかえ五ヶ庄西川原22-1132－7754

北田　節子尾道荒棋35-10 24－1901

山本　晃実苑道森本10-70 23－3333

大谷寿美子志津川西組73 21－3725

山本　明子宇治半白20-12 22－1623

伊藤　公子宇治矢落38-18 23－0285

森川　久子宇治野神1-67 22－1164

児玉　豊子折居台１丁目4-12122－1461

島田美枝子広野町小根尾138-9122－7877

石井　君子広野町尖山2-174 43-2522

､児島　滋乃広野町束裏86 43－5364
大西　稚子広野町宮谷34-85 41－7724.

大西ヨシ子神明宮東75-6 22－9229

北畠　優子神明石塚71 22－1257

国松　善子伊勢田町遊田12-34223－2353

村田　康代開町49-1 44－7180

岩崎　寛子南陵町５丁目1-3323－6367

門田　奉子南陵町１丁目1-31023一7879

津田　豊子横島町中河原89-622－4680

辻本　綾美鳶t:,田吹前‘37－14＼i･i',i＼"il2 ぞ心 22－9613

出倉すえ子琵琶台３丁目3-8 22－7973

三谷恵美子小倉町西山40-9 22－8735
岡市　光子小倉町東山n 22－6374

三木　暢子小倉町老ノ木43-121－2738

池本　豊子小倉町春日森1-16422－5010

石原　利子小倉町山際45-25 22－5463

宇野　lﾎﾞ子大久保町山ノ内5-243－7589

島津　春美
人久fゞ田fjl.ぐ以５０－１
哨f･･B゛(lジti25W205 43－9650

切
さ
を
考
え
て
い
μ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
将
来
に
不
安

　
子
ど
も
た
ち
の
健
康

　
　
　
山
本
　
晃
実
さ
ん

　
健
康
で
長
生
き
で
き
る
こ
と
は

私
た
ち
の
願
い
で
す
。
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
の
は
ん
濫
し
て
い
る
今

の
時
代
に
育
つ
子
戸
も
た
ち
が
、

将
来
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
の
健

康
に
不
安
盈
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
を
少
し
で
も
地
域
の
人

た
ち
に
お
返
し
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
家
庭
で
は
、
子
μ
右
に

既
製
の
も
の
よ
り
も
手
作
り
の
良

さ
、
本
当
の
味
を
教
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

昭和60年度栄

養教室

日々の食事を見直して

健康づくりのリーダー誕生


	page1
	page2
	page3
	page4

